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本日お伝えしたいこと

コロナ禍で旅行ニーズは変化し、この状況はコロナ後もしばらく続くことが想定される

『じゃらん』は、この変化にデジタルをキーワードに地域消費の拡大を目指している

デジタルデータを持つ幅広いサービスが強みであり、直近は自治体と観光DXの取組をスタートしている



• 国内宿泊旅行実施率は前年度53.6％から31.2％へ大幅減少。調査開始以来、過去最低値。

• 年間平均旅行回数は2.48回にとどまる。

コロナ禍における旅行ニーズ

 国内宿泊旅行実施率、延べ宿泊数、実宿泊旅行者数、宿泊旅行実施者の平均旅行回数

※ 延べ宿泊数＝人口×旅行実施率（＝実宿泊旅行者数）×年間平均旅行回数×泊数
※ 宿泊数の設問形式を14年度から変更したため、13年度以前の延べ宿泊数

（斜体の部分）とは直接比較できない

「じゃらん宿泊旅行調査2021」より



• 『じゃらんリサーチセンター』の調査では下表の様にGTT期間中と同程度まで旅行意向が高まっていることが
分かり、旅行ニーズは堅調に回復をしてきていることが分かります。

旅行ニーズの回復傾向につて

Q.今後のレジャーの計画についてお聞きします。新型コロナウイルス感染症拡大を受けて、現時点でのお気持ちに近いものをお選びください。※複数予定しているものがある場合は、直近で
予定しているものについてお答えください。【国内宿泊旅行】（全体／単一回答）

じゃらんリサーチセンター2021年9月:
「第8回新型コロナウイルス感染症の旅行市場への影響」

旅行意欲がある層が
63.6%となり、
調査開始以来最高値



旅行ニーズの変化（旅行形態）
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• 旅行の形態としては夫婦2人旅行やひとり旅が増加傾向。友人との旅行や団体旅行が減少傾向にある。

• また、近隣での旅行も増加の傾向が著しく特に北海道・沖縄に加えて東北や九州などで県内旅行が活性化
していることが分かる。

 国内宿泊旅行の同行形態（単一回答／延べ宿泊旅行件数ベース）

「夫婦二人での旅行」が3割を占め、前年度から4.5pt増加。「友人との旅行」が2.6pt減少。

「ひとり旅」は17.8％で、ここ数年の増加傾向はストップ。

 県内旅行比率(近隣化の検証)

①居住県内の旅行の割合ランキング（％）

全体 23.9

1位 北海道 76.7

2位 秋田県 61.0

3位 岩手県 59.5

4位 沖縄県 55.2

5位 鹿児島県 49.9

6位 新潟県 48.1

7位 山形県 47.7

8位 長野県 42.7

9位 青森県 42.4

10位 熊本県 41.9

2020年度

②居住県内旅行率の増減差ランキング（％）

全体 +13.8

1位 秋田県 +54.9

2位 岩手県 +42.5

3位 鹿児島県 +35.3

4位 徳島県 +35.0

5位 山形県 +33.6

6位 沖縄県 +32.9

7位 青森県 +32.2

8位 新潟県 +31.8

9位 鳥取県 +30.5

10位 愛媛県 +30.1

2019年度→2020年度

県内旅行のシェアは全体で23.9％。前年度と比べて13.8pt上昇と近隣化が顕著。
県内旅行の割合が多いTOP10には、東北から4県、九州から2県がランクイン。

居住都道府県別
県内旅行の割合 上位10県

居住都道府県別
県内旅行の増減差 上位10県

「じゃらん宿泊旅行調査2021」より



旅行ニーズの変化（意識の変化）
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• 「地域のためになること、貢献できることを選ぶ」「暮らすように旅をする」など地域密着型の旅行スタイルが増加。
一方「費用をできるだけ抑える」が減り、「高級感のあるラグジュアリーな宿を選ぶ」が上昇。

• 「事前（出発前）に現地での飲食店や体験プログラムを予約する」も増加傾向。

※ 実施した・計＝「意識して、実施した」「意識しなかったが、実施した」を合わせた割合
※ 意識した・計＝「意識して、実施した」「意識したが、実施しなかった」を合わせた割合

20年度

19年度

18年度

20年度

19年度

18年度

（％）

地域のためになること、

貢献できることを選ぶ

意識した・計

実施した・計

25.8

20.2

18.9

19.3

13.2

11.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

20年度

19年度

18年度

20年度

19年度

18年度

（％）

暮らすように旅をする

意識した・計

実施した・計

22.0

18.9

18.4

14.8

12.5

11.7
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20年度

19年度

18年度

20年度

19年度

18年度

（％）

費用をできるだけ

抑える

意識した・計

実施した・計

51.2

54.2

54.5

44.6

46.9

48.0
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20年度

19年度

18年度

20年度

19年度

18年度

（％）

高級感のあるラグジュ

アリーな宿を選ぶ

意識した・計

実施した・計

40.7

32.7

31.5

28.6

20.8

19.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

20年度

19年度

18年度

20年度

19年度

18年度

（％）

事前（出発前）に現

地での飲食店や体験

プログラムを予約する

意識した・計

実施した・計

42.3

39.1

39.3

22.5

21.7

21.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

■旅行先での意識・行動（単一回答／1回の旅行についてのみ）

20年度

19年度

18年度

20年度

19年度

18年度

（％）

旅先での旅行行動

（飲食や体験プログラ

ム等）は現地で決める

意識した・計

実施した・計

50.2

49.9

49.3

47.3

49.3

48.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

「じゃらん宿泊旅行調査2021」より



旅行ニーズの変化とコロナ後の見通し
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• コロナ禍で生じた変化は、コロナ後もしばらく継続する見通しである。

• 旅行の個人化などが進む中、現地での旅行体験の充実が重要になってくる。

旅の近場化

地元の良さを

知る・地元への

愛着が増す

旅の若年化

シニア層が旅行

を控え若年層

のシェア増

旅の二極化

お金をかける

贅沢な旅と、

気にしない

節約旅

旅の個人化

より個人的な

旅が増え、

同行者人数は

減る

旅の分散化

混雑を回避し、

人の少ない

地域を選ぶ

旅の長期化

ワーケーション

など滞在期間

の長期化

旅の内包化

同行者との

絆を深める旅へ

今後も暫くは
この傾向が続くと
想定される

シニアより
ミドル層、女性

が減少

本質的に価値が
あるものに対して
消費する傾向は

見られる

増加傾向。
同行者人数が
減少し、さらに
加速する
可能性

増加傾向。
旅行者の間でも
需要が高い。

マーケットは
小さいが兆しは

見える

友人旅行が減り
家族旅行が増

加

 コロナ前から見られていた傾向

 コロナ後の想定される傾向



コロナ後を見据え、『じゃらん』として実現したいこと
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• 「旅行の回復傾向」「旅行ニーズの変化」を踏まえて、『じゃらん』が実現したいことは

① 観光に携わるお客様を支え、カスタマーにより良い旅行体験を届けること

② それにより、観光を通じた地域の活性化をしていくことと考えています。

経営
支援

業務
支援

集客
支援

消費
支援

ニーズ
向上

検索・
発見

予約
現地
行動

カスタマーに

よりストレスがなく、
より魅力的な

旅行体験を届ける

観光に携わるお客様が

より魅力的なサービス
の企画や提供に集中
できる状態になる

より良い旅行体験が
地域の活性化につながる



『じゃらん』の特長と進む方向性
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• 旅行に関する「シームレス」で「ホリゾンタル」なサービスをご提供できることにあります。

情報収集 予約 宿泊 館内消費 現地消費

検索 予約 移動 観光 買物 食事

魅力
発見・創造

観光情報誌 予約サービス研究・開発

調査分析やそれに基づいた

コンテンツや企画の開発に

より、地域の観光活性化

を提案しています。

具体的な予約先が

決まる前のカスタマー

に最新の観光情報

を提供しています。

宿泊(宿のみ＋ダイナミックパッケージ)やデイユース予約

から、現地での消費に該当する遊び体験やゴルフ、レンタカー

など、旅行の各種シーンにおいてカスタマーが要望する

予約サービスをシームレスに提供しています。

宿泊施設を中心に、業務効率を高めていくための

サービスや、キャッシュレス時代に対応していくための

ソリューションを提供。じゃらんだけでなく、リクルートが保持する

サービスを連携しながらホリゾンタルにサービスを提供します。

旅行カスタマーが旅を楽しむために必要な情報を「旅マエ」から「旅ナカ」まで
シームレス(途切れなく)かつホリゾンタル(幅広く)提供。カスタマーがストレスなく1人1人の旅を楽しめるように進化していきます



『じゃらん』の特長と進む方向性
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• サービス提供の過程で生まれるデジタルデータを蓄積・分析することで観光業界の進化に貢献します。

情報収集 予約 宿泊 館内消費 現地消費

検索 予約 移動 観光 買物 食事

魅力
発見・創造

観光情報誌 予約サービス研究・開発

カスタマーのデータを蓄積・分析して観光業界の各種プレイヤーに還元・提案していく



• 幅広い活動を進めているが、直近では自治体との観光DXの取組をスタートさせている
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具体的な取組

地域を共に創る 需要を創る 需要にこたえる

魅力開発 需要創出 誘客・現地消費

調査
商品
開発

成長
持続

需要
喚起

旅行
想起

仕組
提供

宿泊
予約

交通
予約

体験
予約

じゃらん宿泊
旅行調査

人気温泉地
ランキング

ご当地グルメ

商品造成

DMO提携

組織造り

出向による地域力向上

保有データ・サービスを活かした
観光DXの先進的事例の構築

(山梨県富士吉田市/新潟県妙高市との包括連携協定)

デジタル技術を複合的に活用しながら、観光サービスの変革と新たな観光需要の創出を実現するために、包括連携協定を結び
リクルートと自治体、自治体の管轄内の事業者と連携をして地域消費プラットフォーム構築の実現を目指していきます。
①Airペイ等を導入してデジタル消費基盤を構築/②リクルート保有データを提供して人流・金流を可視化して分析を行う など
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我々のサービスコンセプト

• あらゆる観光に関するプレイヤーとパートナー関係を結び、観光の明るい未来を共創していきます。


